
（単位　千円）

墓地使用料 4,487

厚別公園競技場補助競技場使用料 1,269

道路占用料 ▲ 821,263

市営住宅使用料 87,769

幼稚園保育料 4,639

保育短時間保育料 -

　使用料　小計 ▲ 723,099

幼稚園入園料 ▲ 2,318

　手数料　小計 ▲ 2,318

▲ 725,417

厚別公園競技場補助競技場改修に伴う使用料金の改定【専用使用（職業以外・１時間につき）：1,200円　→　2,400円】

使用料・手数料の改定項目

項　　　目 影響額 主　　な　　改　　定　　内　　容　（H26→H27）

合同納骨塚整備による使用料金の改定【1,900円　→　9,100円】

※26年12月の供用再開後から適用

子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、新たな保育料区分を設定【Ｄ５階層（４歳以上）：29,430円　→　28,930円 等】

子ども・子育て支援新制度の施行に伴う廃止【6,700円　→　0円】

国並び単価から独自単価への変更　【突出看板（2級地）：13,000円　→　2,700円 等】

住まいの協議会の答申を踏まえて減免制度を見直し【減免後平均家賃：6,456円　→　9,963円/月】（25～28年度で段階的に改定）

子ども・子育て支援新制度の施行に伴う改定【一律8,900円　→　0円～19,900円/月※所得階層に応じて保育料を決定】

（26年度まで市立しんえい幼稚園であった、認定こども園にじいろの影響額を含む。）

　合　　　　　　　　　　計
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消費税率引上げ分に伴う地方消費税交付金の増収分の使途について

平成26年度

項目 事業費

一般財源

医療分野

医療助成、国民健康保

険会計繰出金など

41,023,400 25,829,904

介護分野

敬老優待乗車証、介護

保険会計繰出金など

53,140,392 46,186,684

子育て分野

保育所運営、児童手当

支給など

81,317,607 34,518,753

障がい分野

児童障害福祉、障害福

祉サービスなど

61,982,330 21,942,162

生活援護分野 生活保護など 136,873,769 34,197,681

合計 374,337,498 162,675,184

平成27年度

増収分増収分増収分増収分 13,918,000 千円千円千円千円

地方消費税交付金のうち消費税率引き上げによる増収分については、社会保障施策に要する経費に充てることと

されています。増収分は、下記の社会保障関係費の一般財源の一部として広く充てることとしています。

【歳出】

【歳入】

【歳出】

【歳入】

増収分増収分増収分増収分 3,873,000 千円千円千円千円

（千円） （千円）

項目 事業費

一般財源

医療分野

医療助成、国民健康保

険会計繰出金など

42,245,769 26,607,922

介護分野

敬老優待乗車証、介護

保険会計繰出金など

57,735,555 48,708,226

子育て分野

施設運営、児童手当支

給など

85,308,922 31,023,319

障がい分野

児童障害福祉、障害福

祉サービスなど

67,809,956 23,632,908

生活援護分野 生活保護など 133,780,586 33,578,479

合計 386,880,788 163,550,854

注）上記の社会保障関係費には事務費等も一部含まれていますが、引き上げ分の地方消費税収は、事務費や職員の人件費には充てないこととされています。
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施　　設　　の　　概　　要 完成年月 担　当　部

北白石まちづくりセンター（改築）

（白石区）北郷2条3丁目

　　平家建　延べ160㎡

27年12月

新琴似・新川地区センター（改修）

（北区）新琴似2条8丁目

　　２階建　延べ1,267㎡

28年1月

広域型特別養護老人ホーム「ラスール苗穂」（新

築補助）

（中央区）北2条東19丁目、20丁目

　　定員80人

27年７月

広域型特別養護老人ホーム「季実の里とんでん」

（新築補助）

（北区）屯田9条9丁目

　　定員80人

27年７月

広域型特別養護老人ホーム「光生舎・ゆいま～る

もみじ台」（新築補助）

（厚別区）もみじ台南3丁目

　　定員80人

27年７月

保養センター駒岡（改修）

（南区）真駒内600 20

　　２階建　延べ4,789㎡

28年３月

（仮称）篠路小学校児童会館（改築・移転）

（北区）篠路4条9丁目

　　校舎内　300㎡

28年３月 子 ど も 育 成 部

私立保育所（増改築補助）

未定

　　定員90人（30人増）1か所、定員120人（30人増）１か所

28年３月

私立保育所（改築補助）

未定

　　定員90人　4か所

28年３月

幼保連携型認定こども園（整備費補助）

未定

　　定員50人増　１か所、定員60人増　２か所、

　　定員66人増　１か所

28年３月

幼稚園型認定こども園（整備費補助）

未定

　　定員10人増　１か所、定員20人増　２か所、

　　定員30人増　２か所、定員60人増　２か所、

　　定員90人増　１か所

28年３月

（仮称）北2西18公園（新設）

（中央区）北2条西18丁目

　　街区公園　0.12ｈａ

27年11月

雁穂公園（新設）

（東区）東雁来11条1丁目

　　近隣公園　2.00ｈａ

27年12月

小金湯さくらの森（新設）

（南区）小金湯604-2ほか

　　都市緑地　12.2ｈａ

27年10月

豊平館（本館改築、付属棟新設）

（中央区）中島公園1-20

　　地上２階地下１階建　延べ2,026㎡

　　（本館1,326㎡、付属棟701㎡）

27年11月

博物館活動センター（改修・移転）

（豊平区）平岸5条15丁目

　　ＲＣ造・２階建、一部・鉄骨造平家建　延べ1,986㎡

28年３月

下野幌団地（建替）

（厚別区）厚別中央1条5丁目

　　1棟14階建　140戸　延べ13,184㎡

27年10月

東雁来団地（新設）

（東区）東雁来12条4丁目

　　1棟5階建　40戸　延べ3,584㎡

27年10月

光星団地（全面改善）

（東区）北12条東7丁目

　　1棟7階建　104戸　延べ7,811㎡

27年11月

円山動物園　アフリカゾーン(新設)

（中央区）宮ヶ丘3番地

　　平家建（一部2階建）　延べ2,250㎡

27年６月 円 山 動 物 園

篠路小学校（改築）

（北区）篠路4条9丁目

　　校舎　３階建　延べ2,801㎡

28年３月

札苗北小学校（増築）

（東区）東苗穂9条3丁目

　　校舎　３階建　延べ1,920㎡

28年３月

東月寒中学校：格技場（新築）

（豊平区）月寒東3条18丁目

　　平家建　265㎡

28年３月

水

道

緊急貯水槽（新設）

（清田区）美しが丘2条5丁目（美しが丘シープヒル公園）

　　容量　100 

28年３月 給 水 部

生 涯 学 習 部

市

営

住

宅

市 街 地 整 備 部

公

園

み ど り の 推 進 部

文

化

文 化 部

教

育

施

設

平 成 27 年 度 中 完 成 予 定 施 設

施　　　　設　　　　名

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

施

設

地 域 振 興 部

社

会

福

祉

施

設

子 育 て 支 援 部

高 齢 保 健 福 祉 部
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将来を担う子どもたちに札幌市の財政への関心をもってもらうための取組将来を担う子どもたちに札幌市の財政への関心をもってもらうための取組将来を担う子どもたちに札幌市の財政への関心をもってもらうための取組将来を担う子どもたちに札幌市の財政への関心をもってもらうための取組

対象者：市立高等学校（藻岩・開成・清田・新川・平岸）１・２年生の希望者 42名

内 容：① 予算の役割、本市の予算編成手法や財政状況、課題等を説明

② 子どもたちにとって身近な行政サービス12事業の現状と諸課題を説明

③ グループに分かれて理想のまちづくりのテーマや重点的に取り組む課題を決定

④ 市長になったつもりで理想のまちづくり実現に向け350億円の予算を12事業へ配分

⑤ 予算配分結果とその考え方を発表

対象者：福井野・上篠路・中央・八軒中学校の3年生 15クラス約520名

内 容：①予算の役割、本市の予算編成手法や取組状況、財政状況、課題等を説明

②以下の内容についてグループ討議を実施

ア 学校予算で充実させるべきもの、縮減したほうがいいものを検討

イ 自分が市長になったら、札幌市の予算で充実させるべきものを検討

③グループ討議結果を発表

中学生に対する取組（出前講座）

高校生に対する取組（職場体験学習）

≪討議結果≫

ア 学校予算充実：トイレの美化、照明のLED化、エアコン・クーラーの設置、タブレット端末を

使った授業

学校予算縮減：光熱水費の節約、備品消耗品費の減、使用していない教室の設備

イ 本市予算充実：少子・高齢化対策、除雪、企業への支援（雇用問題の解決）、防災・減災への取組

本市予算に比較

して、救急活動

や除排雪、駐輪

場に対するニー

ズが高かった。

○対象者：市内小学校１6校の６年生 約1,100人

○内 容：小学６年生向けに実施している租税教室において、さっぽろのおサイフを配付し、札幌市の

財政について普及啓発

小学生に対する取組（租税教室）

≪討議結果≫ 網掛け 本市Ｈ26予算

太実線 高校生平均活用可能財源 350億円
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担当局 意見の要旨 札幌市の考え方

総 務 局

外国人と日本人の異文化交流ができる機

会を増やしてほしい。

　（公財）札幌国際プラザや札幌国際交流館、札幌留学生交流

センター等と連携しながら、引き続き市民と外国籍市民との異

文化交流の機会を設けてまいります。

　交通事故が起きることのないよう、交通

安全対策を進めてほしい（他9件）。

　本市では、交通安全教室や街頭啓発、夜光反射材の普及活動

等を行い、交通事故の減少に向けて取り組んでおります。今後

とも、工夫検討を重ね、安心安全な札幌市を目指してまいりま

す。

公共交通の利便性について、より利用し

やすいものとしてほしい（他4件）。

バス等の利便性向上を図るため、地域住民、バス事業者及び

行政の3者協働による生活交通の在り方の検討やバス事業者と

の適切な役割分担による地域交通ネットワークの維持に取り組

んでおります。

　バリアフリーの取組を進めてほしい（他

3件）。

　本市では、平成18年にできたいわゆるバリアフリー新法に基

づいて、バリアフリー基本構想を作り、道路、建築物、公園や

地下鉄駅などの施設で計画的にバリアフリーの取組を進めてお

ります。

財 政 局

　ムダな予算をなくし、重要な事業に多く

のお金をかけるべき（他5件）。

　今後とも最少の経費で最大の効果を挙げるよう、事業の選択

と集中の取組みを進めてまいります。

　老人ホーム整備に対する補助を集中的に

行うなど、高齢者が安心して暮らせる環境

を作ってほしい(他23件)。

　特別養護老人ホームについては、介護保険料に与える影響

や、入所申込者のうち、入所の必要性、緊急性が高い入所申込

者が早期に入所できるようにすること等を踏まえ、計画的に整

備を進めてまいります。

　老人ホームの設置や子供を出産できる環

境づくりを進めてほしい。

子どもから高齢者まで、障がいのある方もない方も、誰もが

安心して快適に心豊かに暮らすことのできるまちづくりを目指

し、さまざまな福祉施策を通じて、市民サービスの向上に取り

組んでいきたいと考えています。

子ども体験活動の場について、子どもが

色々な人と交流し、体験できる場としてほ

しい(他1件)。

子どもの体験活動の場には、子どもに関わる様々な人々の交

流や地域連携を進める多世代交流・地域連携の場もありますの

で、この場も活用し子どもが様々な年代の方と交流できるよう

な事業を実施する予定です。

少子化の改善のため、子育て支援を充実

させることに力を入れるべきではないか

(他1件)。

地域における子育て支援施策の充実に向けては、市民ニーズ

調査の結果に基づき、計画的な支援を実施してまいります。

　待機児童対策のため、保育園や幼稚園の

数を増やすなど、対策を進めてほしい(他

13件)。

　本市は、保育所定員の拡大、幼稚園預かり保育などの多様な

保育サービスや各区保育コーディネーターによる市民相談体制

の充実など、待機児童対策の取組を積極的に進めております。

市民まち

づくり局

保 健

福 祉 局

子 ど も

未 来 局

市民の皆様からのご意見と札幌市の考え方市民の皆様からのご意見と札幌市の考え方市民の皆様からのご意見と札幌市の考え方市民の皆様からのご意見と札幌市の考え方

数多くいただいた意見の中から件数の多かった項目を中心に抜粋

・意見の項目 136項目

・意見提出者 245人

・意見の提出方法

文書 244人

電話 1人

本年度の各局の予算要求の概要を11月4日から公表し、12月3日までの間、市

民の皆様からのご意見を募集しました｡

公表にあたっては、「なまらわかる！財政のあらまし」のホームページ公開や、中

学校の出前講座や高校生の職場体験学習の受入れの実施などの取組により、多

くのご意見をいただくことができました。

お寄せいただいたご意見のうち、主なものとそれに対する札幌市の考え方につい

て、以下のとおり公表いたします｡

全てのご意見とそれに対する考え方については、2月中旬頃、財政部のホーム

ページにて公表させていただきます。

「札幌市の財政」ＵＲＬ：http://www.city.sapporo.jp/zaisei/kohyo

【スケジュール】
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担当局 意見の要旨 札幌市の考え方

街の美化のためにも、家庭の生ごみ減

量・リサイクル推進事業を充実してほしい

(他1件)。

　燃やせるごみの約４割を占める生ごみを減量し、ごみステー

ションを清潔に保つため、生ごみ堆肥化相談窓口の設置や生ご

み堆肥化セミナーの開催、生ごみ堆肥化機材購入助成等を実施

してまいります。

ソーラーパネルの設置場所の充実や、地

熱発電など、再生可能エネルギーの利用を

増やしてほしい(他1件)。

低炭素社会と脱原発依存社会の実現に向け、未利用地への太

陽光発電の設置促進や補助制度の利用拡大など、再生可能エネ

ルギーの普及促進を加速してまいります。

誰もが安全・快適に利用できるよう、公

園の維持管理や遊具の整備を十分に行って

ほしい(他18件)。

　本市では、月1回以上の日常点検や遊具専門業者による年2回

の定期点検のほか、不可視部分の分解点検、積雪期の公園巡視

を行い遊具の安全に配慮しています。また、異常を発見した場

合には市に連絡を頂けるよう、市民にも周知してまいります。

　経済効果が期待できることから、ホッ

キョクグマ・アザラシ館の建設はとてもよ

い(他1件)。

円山動物園の活性化は進んでいることか

ら、ホッキョクグマ・アザラシ館の建設費

用はかける必要がないのではないか(他6

件)。

　経済の中小企業金融対策資金貸付に予算

をまわすのがよいと思う。

中小企業金融対策資金貸付について、お

金をかけすぎではないか(他1件)。

イベントの企画や集客施設の整備などに

より、観光をもっと活性化させてほしい

(他3件)。

　来場者数が200万人を超えた「さっぽろオータムフェスト」

の期間延長を行うほか、新規イベントの実施も計画しておりま

す。また、集客施設の整備についても、引き続き魅力の維持・

向上に向けて取り組んでまいります。

体育施設の充実など、年齢問わず利用し

やすい環境づくりを進めてほしい(他2

件)。

各区体育館やプールの他、学校体育館やグラウンド、健康づ

くりセンター等の既存施設を活用しながら、今後も幅広い世代

がスポーツを楽しむことができる環境づくりを進めてまいりま

す。

　駐輪場を整備してほしい(他2件)。 駐輪場が不足している実態は把握しておりますが、現状では

早急な駅周辺の用地確保が難しい状況となっております。引き

続き様々な手法で駐輪場の確保を進めていきたいと考えており

ます。

除排雪の頻度やロードヒーティングな

ど、手法を検討しつつ、除排雪対策を充実

してほしい(他44件)。

本市では、除排雪事業の中長期計画である「札幌市冬のみち

づくりプラン」を策定し、メリハリをつけた冬期道路の管理を

行うことを進めております。今後も、冬期間の市民生活や経済

活動を支えるため、より効果的・効率的な除排雪に努めてまい

ります。

安全確保のため、道路・歩道の整備にお

金をかけてほしい(他11件)。

限られた予算の中で効果的な道路の整備・維持修繕を行うた

め、計画的に事業を進めており、良好な道路サービスを継続的

に提供することを目的に「道路維持管理基本方針」に基づき、

道路利用者の安全・安心の確保のため努めてまいります。

都 市 局

公共施設整備の際には、バリアフリー化

など、様々な利用者を想定した構造として

ほしい(他1件)。

　従来から既存施設の保全改修にあわせてバリアフリー化を進

めており、今後もバリアフリー新法及び札幌市福祉のまちづく

り条例等に基づき、様々な利用者を想定した建築物のバリアフ

リー化を進めていきます。

老朽化した学校が多いので、改築を進め

てほしい(他2件)。

　学校施設の老朽化対策については、単に改築というだけでは

なく、できるだけ長く使用するための改修もあわせて進める必

要があると考えております。

学校について、あまり使われていない備

品類をなくしたり、消耗品を多く抱えない

ようにすべきではないか(他1件)。

各学校では、教育活動に最低限必要な備品等を整備していま

す。また、消耗品については、ある程度の数量をまとめて発注

する方が安価に購入できる場合もあり、今後も、合理的な予算

執行を進めてまいります。

タブレットなどの電子機械を取り入れた

授業ができないか。

全ての学校でコンピューター教室や大型テレビなどＩＣＴ機

器を活用した授業を行っています。また、タブレットパソコン

を活用した授業についても、モデル校において実証研究を進め

ております。

絵本図書館は子どもが多く住んでいる場

所に設置すべきではないか。

（仮称）絵本図書館は、全市民を利用対象者とし、地下鉄駅

と直結される白石区複合庁舎に設置しますので、多くの市民に

ご利用いただけると考えております。また、地区図書館におけ

る幼児向けサービスの充実も検討しております。

交 通 局

地下鉄について、増収に向けた取組を進

め、活性化していくべき。

イベントとの連携や様々な媒体を活用したＰＲ、魅力ある企

画券の検討等を一層進めることで、地下鉄のさらなる利用促進

を図り、増収につなげてまいります。

教 育

委 員 会

環 境 局

　本市では、市内の中小企業が低利で安定した資金を円滑に調

達できるよう融資制度を設けております。今後も、本市の経済

の活性化に繋がるよう、費用対効果についても検証しながら、

制度の利用を促進してまいります。

経 済 局

観 光

文 化 局

建 設 局

　円山動物園の高い繁殖実績を活かし、絶滅危惧種に指定され

ているホッキョクグマの同時繁殖を引き続き目指すとともに、

海外動物園との動物交換も視野に入れていることから、世界的

な基準を満たした施設を整備するものです。
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